















































































































































































例 ％ 例 ％
??
5一
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18
33．3
66．7
計
例 ％
??????
79
82．3
17．7
第4表　放射回数と治療効果
1　回
例
?
3．6　1　4s．6
2　回
例 ％
22 27．8
3　回
例
?
6 7．6
4　回
例 ％
1 1．3
無　効
例 ％
14 17．7
　　　　　　V．総括並びに考按
　1）年齢と治療効；果
　　吾々の成績でイ二二が3年未満が84・8％，3
年以土が78．7％であった。此の有効率の差に対し
A2テスト4）5）を適用してみるに，　λ2が0．4128と
なり，偶然性は30％より大で50％より小となり，
必然的な差は認められなV・。即ち年齢による治療
効果の弟は認められない。瀬木2）は幼少の程有効
と報じ，久保及び窪田3）は3年以下より4年以上
の方がやや有効な事を報じてV・る。
　2）放射時期と治療効果
　　：吾々の場合ぽ発病後llしく治痩喜を開始した程有
効であった。瀬木2）は発病早V・程有効である事を
報じ，吾々と一致した成績を見てV・る。然し久保
及び窪円3）は痙一期2週以後：に治療を開始した方
が効果ある粟を報じ，吾々と反対の成績を見てV・
・る。
　3）放射回数と治療効果
　　吾々の場合治療効果は回数の増す毎に高くな
4）近藤：計数の統計学（昭27）． 5）増山＝少数例のまとめ方と実瞼計画の立て方（昭26）．
176 大原・大江一百日咳のレントゲン療法 札幌医誌1952
るが，第3回以降（15日以降）は効果が少なく，効
果のあるものは3回迄に認められた。瀬木2）によ
れば放射回数を重ねるにつれて全治率高くなる傾
向がある事を報じ，久保及び窪田3）は治療効果は
第3回放射迄に現われ，第4回以上は効果の無V・
事を報じてる。吾々の成績も之等と一致した値を
示した。
vr．結　　論
1）百日咳患者79名につきレ線療法を脾臓
に実施した。
　　2）放射効果については年齢的差は認められ
ない。
　　3）レ線治療は発病後早い程効果を認めた。
　　4｝放射回数は第3回迄に効果＝が認められ，
それ以降は三三が無かった。
　　5）百日咳に対するレ線脾臓放射療法は有効
と認められる。
Summary
　　The　spleens　of　pertussis　children　（Male　39，　Female　40）　were　exposed　to　middle－hard－Roentgen
waves　at　5　day　intervals．
　　It　was　observed　that　the　results　were　effective　in　the　early　stages　of　the　disease．
　　In　successful　cases，results　were　observed　up　to　the　third　exposure．
　　No　age　difference　in　regard　to　radiation　effects　were　observed．　’
